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シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
利
用
し
競
争
力

ダダ
ウウ
、、エエ
チチ
レレ
ンン
２２３３００
万万
��
増増
強強

プ
ロ
パ
ン
活
用

新
製
法
導
入

プ
ロ
ピ
レ
ン
９０
万
�

経産省
調 査

製
造
業
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

被
災
拠
点
の
６
割
強
復
旧

過
酸
化
水
素
は
紙
や
繊
維

な
ど
の
漂
白
、
排
水
処
理
、

半
導
体
の
洗
浄
な
ど
幅
広
い

分
野
で
使
わ
れ
る
基
礎
化
学

品
だ
。
国
内
で
は
シ
ェ
ア
の

４
割
を
占
め
る
三
菱
ガ
ス
化

学
を
筆
頭
に
、
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
、

保
土
谷
化
学
の
子
会
社
で
あ

る
日
本
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
、

宇
部
興
産
、
三
菱
商
事
が
事

業
化
し
て
い
る
。
用
途
の
中

心
で
あ
る
紙
・
パ
ル
プ
の
国

内
市
場
が
成
熟
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
過
酸
化
水
素
の

需
要
も
均
衡
し
て
い
る
状
況

だ
っ
た
。

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
需
給
バ
ラ
ン
ス
は

一
変
。
国
内
で
最
大
能
力
を

持
つ
三
菱
ガ
ス
化
学
の
鹿
島

工
場
、
日
本
パ
ー
オ
キ
サ
イ

ド
の
郡
山
工
場
（
福
島
県
）

が
被
災
し
た
。
加
え
て
、
計

画
停
電
に
よ
り
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ

の
富
士
工
場
（
静
岡
県
）
も

操
業
を
止
め
、
国
内
生
産
能

力
の
７
割
超
が
稼
働
停
止
に

陥
っ
た
。
影
響
は
広
範
囲
に

お
よ
び
、
過
酸
化
水
素
を
カ

プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
（
Ｃ
Ｐ
Ｌ
）

の
原
料
に
使
う
住
友
化
学
の

愛
媛
工
場
（
愛
媛
県
）
１
系

列
が
操
業
停
止
に
追
い
込
ま

れ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
い
ち
早

く
反
応
し
た
の
が
、
半
導
体

関
連
業
界
。
半
導
体
製
造
プ

ロ
セ
ス
で
の
洗
浄
液
不
足
を

懸
念
し
た
も
の
で
、
業
界
は

安
定
供
給
を
強
く
求
め
る
動

き
を
示
し
た
。
経
済
産
業
省

も
電
子
部
品
の
搭
載
が
進
む

自
動
車
産
業
へ
の
波
及
を
懸

念
し
、
各
社
に
一
定
数
量
の

確
保
を
要
請
。
稼
働
再
開
に

必
要
な
措
置
を
と
る
姿
勢
も

打
ち
出
し
て
い
た
。

需
要
家
側
の
強
い
憂
慮
を

受
け
、
各
社
は
操
業
再
開
や

海
外
調
達
を
含
め
た
取
り
組

み
を
強
化
。
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
で

は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

発
電
工
事
を
行
い
、
生
産
体

制
の
安
定
化
を
図
っ
た
。
日

本
パ
ー
オ
キ
サ
イ
ド
も
４
月

初
旬
に
工
場
再
開
に
こ
ぎ
着

け
、「
早
期
に
フ
ル
稼
働
に
引

き
上
げ
る
方
針
」（
同
社
）。三

菱
ガ
ス
化
学
で
も
中
国
な
ど

の
海
外
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
輸

入
を
決
め
、
事
態
の
沈
静
化

に
努
め
て
い
る
。

た
だ
、
一
連
の
措
置
は
半

導
体
業
界
へ
の
対
応
に
主
眼

を
置
い
た
も
の
と
い
え
そ
う

だ
。
事
実
、
三
菱
ガ
ス
化
学

は
近
隣
拠
点
か
ら
輸
入
し
た

過
酸
化
水
素
は
「
超
純
過
酸

化
水
素
の
原
料
用
」（
同
社
）。

基
本
的
に
製
紙
な
ど
の
工
業

向
け
で
は
な
い
。
被
災
し
た

東
北
・
関
東
地
方
の
製
紙
工

場
の
稼
働
再
開
が
相
次
ぐ
な

か
、
必
要
量
は
着
実
に
増
し

て
く
る
。
ま
た
、
被
災
地
の

復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
、
土

壌
浄
化
用
途
で
引
き
合
い
が

強
ま
っ
て
い
く
公
算
も
大
き

い
。今

回
の
震
災
を
契
機
と
し

た
製
紙
業
界
の
再
編
も
さ
さ

や
か
れ
て
お
り
、
漂
白
用
途

は
縮
小
が
加
速
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
過
酸
化
水
素
メ
ー
カ
ー

が
国
内
製
造
拠
点
の
増
強
を

選
択
す
る
可
能
性
は
小
さ

く
、
需
要
に
応
じ
て
輸
入
品

な
ど
の
手
当
て
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
三
菱
ガ
ス
化
学
・
鹿

島
工
場
の
操
業
が
正
常
化
す

る
６
月
末
ま
で
は
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
は
引
き
続
き
タ
イ
ト

基
調
で
推
移
し
て
い
く
と
み

ら
れ
る
。

過
酸
化
水
素
の
国
内
供
給
不
足
に
改
善
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
三
菱

ガ
ス
化
学
は
こ
の
ほ
ど
、
主
力
生
産
拠
点
の
鹿
島
工
場（
茨
城
県
）が
６
月

下
旬
に
も
稼
働
を
再
開
で
き
る
と
の
見
通
し
を
発
表
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

東
日
本
大
震
災
で
操
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
工
場
を
含
め
全
メ

ー
カ
ー
で
正
常
化
の
め
ど
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
き
て
、
半

導
体
関
連
業
界
が
安
定
供
給
を
強
く
求
め
た
超
純
過
酸
化
水
素
は
一
息
つ

き
そ
う
な
も
の
の
、
被
災
し
た
製
紙
工
場
の
稼
働
再
開
が
進
む
な
か
、
漂

白
用
な
ど
の
工
業
向
け
は
引
き
続
き
タ
イ
ト
基
調
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

�

内
示
を
受
け
た
の
は

い
つ
で
す
か
。

「
正
式
に
は
昨
年
暮
れ
に

内
示
を
受
け
た
。
会
社
が
存

続
す
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
手
を
打
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
中
長
期

経
営
計
画
を
策
定
す
る
際
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
。
こ

れ
も
参
考
に
し
な
が
ら
従
業

員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。
入
社
式

の
あ
い
さ
つ
で
１
つ
強
調
し

た
の
だ
が
、
物
事
を
判
断
す

る
と
き
に
は
損
得
で
は
な

く
、
善
悪
で
考
え
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
」

�

中
長
期
経
営
計
画
が

２
年
目
に
入
り
ま
す
。

「
１
年
目
の
評
価
と
し
て

は
、
２
月
８
日
に
売
上
高
、

利
益
と
も
上
方
修
正
を
発
表

し
た
。
ほ
ぼ
そ
れ
を
達
成
で

き
る
数
字
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
が
達
成
で
き
れ
ば
利
益

は
過
去
最
高
と
な
る
。
内
容

を
み
る
と
、
ま
ず
会
計
方
法

を
定
率
法
か
ら
定
額
法
に
変

更
し
た
た
め
償
却
が
減
り
利

益
は
見
か
け
上
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ク
リ
ル
酸
エ

ス
テ
ル
の
高
騰
や
、
エ
チ
レ

ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
高
値
だ
っ

た
こ
と
な
ど
も
加
わ
っ
て
お

り
、
決
し
て
実
力
だ
け
で
は

な
い
。
た
だ
、
電
子
情
報
材

料
事
業
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
が
黒
字
転
換
し
て
き
た
の

で
、
一
定
の
進
捗
は
あ
っ
た
。

２
年
目
は
東
日
本
大
震
災
、

東
京
電
力
の
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
の
事
故
と
そ
れ
に

と
も
な
う
電
力
供
給
不
足
に

よ
る
先
行
き
が
不
透
明
だ
。

決
算
発
表
時
に
今
期
計
画
も

発
表
す
る
が
、
利
益
は
昨
年

度
よ
り
低
い
数
値
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」

�

震
災
の
影
響
を
受
け

た
関
連
会
社
の
現
状

は
。

「
日
本
乳
化
剤
の
鹿
島
工

場
は
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で

原
料
の
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ

ド
を
搬
入
し
一
部
生
産
を
再

開
し
た
。
日
本
蒸
溜
工
業
の

市
川
工
場
も
一
部
生
産
を
再

開
し
て
い
る
」

�

高
吸
水
性
樹
脂
（
Ｓ

Ａ
Ｐ
）
の
増
産
は
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
建
設

す
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
工
場
は
当
初
の

年
３
万
�
を
年
９
万
�
に
拡

大
す
る
。
主
原
料
の
ア
ク
リ

ル
酸
も
年
８
万
�
増
強
し
て

年
１４
万
�
に
す
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
Ｓ
Ａ
Ｐ
工
場
が
完

成
す
れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｐ
全
体
で
５６

万
�
の
年
産
能
力
に
な
る
。

当
初
、
１５
年
ご
ろ
に
は
Ｓ
Ａ

Ｐ
全
体
で
年
６０
万
�
体
制
に

す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
は
増
加
す
る
需
要
に
追
い

付
け
な
い
。
年
６５
万
�
ぐ
ら

い
は
必
要
だ
ろ
う
。
今
年
度

中
に
は
次
に
ど
こ
で
増
産
す

る
か
決
め
た
い
」

�

電
子
情
報
材
料
や
新

規
事
業
は
い
か
が
で
す

か
。

「
電
子
情
報
材
料
は
技
術

革
新
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、

Ｅ
Ｏ
や
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
よ
う
な
柱

に
な
る
に
は
時
間
が
か
か

る
。
投
資
の
割
に
伸
び
な
い

な
ら
、
あ
る
時
点
で
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
燃
料

電
池
関
係
の
ほ
う
が
面
白
い

か
も
し
れ
な
い
。
高
齢
化
に

対
応
し
て
検
査
薬
な
ど
医
療

周
辺
の
材
料
分
野
も
面
白
そ

う
だ
が
、
こ
の
分
野
に
本
格

参
入
す
る
に
は
Ｍ
＆
Ａ
（
合

併
・
買
収
）
に
踏
み
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

�

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
で
進

め
て
い
る
バ
イ
オ
デ
ィ

ー
ゼ
ル
副
産
物
か
ら
の

ア
ク
リ
ル
酸
製
造
プ
ロ

セ
ス
開
発
は
。

「
パ
イ
ロ
ッ
ト
設
備
が
完

成
し
、
サ
ン
プ
ル
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
格

的
に
プ
ラ
ン
ト
を
作
る
と
す

れ
ば
原
料
の
グ
リ
セ
リ
ン
が

手
に
入
る
東
南
ア
ジ
ア
だ
ろ

う
。
将
来
、
年
産
１６
万
�
ぐ

ら
い
の
プ
ラ
ン
ト
を
１
基
は

作
り
た
い
と
こ
ろ
が
、
触
媒

性
能
ア
ッ
プ
な
ど
の
技
術
面

に
加
え
、
コ
ス
ト
や
原
料
調

達
な
ど
実
際
に
生
産
す
る
に

は
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
」

（
聞
き
手
�
長
田
龍
馬
）

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
は
、
北

米
で
石
油
化
学
基
礎
原
料
の

大
型
能
力
増
強
に
乗
り
出

す
。
ジ
ム
・
フ
ィ
ッ
タ
リ
ン

グ
本
社
副
社
長
が
明
ら
か
に

し
た
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

や
テ
キ
サ
ス
州
の
マ
ー
セ
ラ

ス
お
よ
び
イ
ー
グ
ル
・
フ
ォ

ー
ド
地
域
か
ら
産
出
さ
れ
る

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
を
利
用
し

て
、
エ
チ
レ
ン
を
年
２
３
０

万
�
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
同
９０

万
�
増
強
す
る
。
プ
ロ
ピ
レ

ン
の
生
産
で
は
、
新
た
に
開

発
し
た
プ
ロ
パ
ン
脱
水
素
技

術
を
導
入
す
る
。
ダ
ウ
は
北

米
の
天
然
ガ
ス
が
競
争
力
を

失
う
過
程
で
エ
チ
レ
ン
設
備

の
実
質
縮
小
な
ど
に
乗
り
出

し
て
い
た
が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
の
フ
ィ
ー
ド
化
に
よ
り
競

争
力
が
確
保
で
き
る
見
通
し

と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

休
止
設
備
の
再
開
や
プ
ラ
ン

ト
新
設
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
大
型
増
強
に
踏
み
切
る
。

ダ
ウ
は
詳
細
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
が
、
年
産
１
０

０
０
万
�
前
後
の
能
力
を
有

す
る
世
界
最
大
の
エ
チ
レ
ン

メ
ー
カ
ー
。
競
争
力
の
根
源

は
北
米
に
豊
富
に
存
在
す
る

天
然
ガ
ス
だ
が
、
２
０
０
０

年
代
に
入
っ
て
価
格
が
急

騰
、
ダ
ウ
を
は
じ
め
北
米
の

石
油
化
学
全
体
の
競
争
力
が

落
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
、
競

争
力
の
あ
る
フ
ィ
ー
ド
が
担

保
で
き
る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の

開
発
が
進
み
、
北
米
の
石
油

化
学
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

ダ
ウ
は
１２
年
ま
で
に
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
の
セ
ン
ト
・
チ
ャ

ー
ル
ズ
石
化
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

の
エ
チ
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
再

開
を
決
め
た
ほ
か
、
１４
年
に

同
州
プ
ラ
ケ
ミ
ン
石
化
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
エ
チ
レ
ン
生
産

向
け
エ
タ
ン
原
料
の
柔
軟
性

を
改
善
。
さ
ら
に
、
１６
年
に

ダ
ウ
・
テ
キ
サ
ス
石
化
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
エ
チ
レ
ン
生
産

向
け
エ
タ
ン
原
料
の
柔
軟
性

を
改
善
す
る
ほ
か
、
１７
年
稼

働
を
め
ど
に
メ
キ
シ
コ
湾
岸

に
新
し
い
世
界
規
模
の
エ
チ

レ
ン
製
造
工
場
を
建
設
す

る
。
一
連
の
計
画
に
よ
り
、

ダ
ウ
の
エ
チ
レ
ン
能
力
は
２

３
０
万
�
拡
大
す
る
。

一
方
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
で
は

１８
年
稼
働
を
目
指
し
て
プ
ロ

パ
ン
か
ら
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
製

造
す
る
独
自
技
術
を
商
業
化

し
、
能
力
を
９０
万
�
増
強
す

る
。
こ
の
プ
ロ
パ
ン
脱
水
素

技
術
は
「
触
媒
改
善
と
Ｃ
３

の
生
産
効
率
の
向
上
を
実
現

し
て
い
る
」（
ダ
ウ
）。

こ
う
し
た
エ
チ
レ
ン
、
プ

ロ
ピ
レ
ン
拡
充
を
進
め
る
た

め
、
ダ
ウ
は
フ
ィ
ー
ド
の
確

保
を
よ
り
強
化
す
る
。
テ
キ

サ
ス
州
で
の
合
弁
に
よ
る
精

留
事
業
の
可
能
性
、
既
存
精

留
塔
か
ら
の
供
給
、
将
来
建

設
さ
れ
る
精
留
塔
か
ら
の
供

給
、
イ
ー
グ
ル
・
フ
ォ
ー
ド
、

マ
ー
セ
ラ
ス
地
域
な
ど
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
に
よ
る
供
給
取
引

の
可
能
性
と
い
っ
た
複
数
の

選
択
肢
を
検
討
。
す
で
に
イ

ー
グ
ル
・
フ
ィ
ー
ド
に
お
け

る
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
で
の
エ
タ

ン
お
よ
び
プ
ロ
パ
ン
の
供
給

契
約
を
締
結
し
、
他
の
複
数

の
契
約
を
検
討
中
。

こ
れ
に
加
え
て
、
天
然
ガ

ス
企
業
の
レ
ン
ジ
・
リ
ソ
ー

シ
ー
ズ
の
１
０
０
％
子
会
社

と
覚
書
を
結
び
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
州
南
部
に
位
置
す
る

マ
ー
セ
ラ
ス
地
域
か
ら
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
の
ダ
ウ
の
石
油
化

学
設
備
向
け
に
エ
タ
ン
の
長

期
契
約
を
結
ぶ
方
針
。

北
米
の
石
油
化
学
事
情
が

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
製
品
面
で
の
輸
出
な

ど
ア
ジ
ア
市
場
に
も
影
響
を

与
え
る
見
通
し
が
強
ま
っ
て

き
た
。

主
に
経
営
企
画
畑
を
歩
ん
で
き
た
。
同
社
が
取
り
組
む
「
テ
ク
ノ
ア
メ

ニ
テ
ィ
２
０
１
５
」
に
策
定
段
階
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
。
海
外
経
験
も
豊

富
で
、
米
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
拠
点
立
ち
上
げ
を
指
揮
し
た
。
余
暇
に

は
「
た
ま
に
洋
楽
系
ポ
ッ
プ
ス
や
オ
ペ
ラ
を
聞
き
に
い
く
。
大
学
生
の
こ

ろ
観
た
映
画
を
も
う
一
度
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
楽
し
ん
で
い
る
が
、
昔
の
フ
ラ
ン
ス

映
画
は
な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
」
そ
う
だ
。

経
済
産
業
省
は
２６
日
、
製

造
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

が
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
と

の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

震
災
直
後
に
生
産
を
停
止
し

た
工
場
が
順
次
稼
働
を
再
開

し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
被

災
地
の
生
産
拠
点
の
６
割
強

が
復
旧
し
、
残
る
３
割
も
夏

に
は
復
旧
す
る
。
加
工
業
の

８
割
、
素
材
業
の
６
割
強
で

調
達
困
難
な
原
材
料
や
部
材

の
代
替
調
達
先
を
確
保
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
。
調
査
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
目
的
で
、
被
災

地
の
製
造
業
５５
社
に
対
し
今

月
８
〜
１５
日
に
実
施
。

原
材
料
、
部
品
・
部
材
の

調
達
が
滞
っ
て
い
る
原
因

は
、
素
材
業
種
の
９
割
、
加

工
業
種
（
２４
事
業
所
）
の
８

割
が
「
調
達
先
の
被
災
」
を

挙
げ
た
。加
工
業
種
で
は
「
調

達
先
の
調
達
先
の
被
災
」
が

９
割
に
の
ぼ
る
。

代
替
調
達
先
の
確
保
は
素

材
業
種
の
６
割
強
、
加
工
業

種
の
８
割
が
ほ
ぼ
め
ど
を
つ

け
て
い
る
。
一
方
、
加
工
業

種
の
５
割
は
代
替
調
達
先
が

み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

す
で
に
原
材
料
や
部
材
を

調
達
ず
み
と
回
答
し
た
企
業

は
１
割
以
下
に
と
ど
ま
る
も

の
の
、
７
月
ま
で
に
素
材
業

種
の
半
分
以
上
、
加
工
業
種

の
３
割
が
十
分
な
量
を
確
保

す
る
と
回
答
。
１０
月
に
は
素

材
業
種
で
８
割
強
、
加
工
業

種
も
７
割
で
調
達
不
足
が
解

消
さ
れ
る
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
自

動
車
、
航
空
機
関
連
な
ど
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
立
ち

直
り
つ
つ
あ
る
。
薄
型
テ
レ

ビ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
な

ど
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品

の
生
産
に
大
き
な
影
響
は
な

い
と
み
ら
れ
る
。
航
空
機
関

連
も
５
月
に
全
面
的
に
稼
働

を
開
始
し
６
月
か
ら
生
産
を

本
格
化
。
自
動
車
も
全
国
的

な
生
産
の
縮
小
・
停
止
か
ら

立
ち
直
り
、
生
産
を
再
開
し

つ
つ
あ
る
。

〔いけだ・まさのり〕１９７５年（昭和５０

年）東京大学工学部卒、８３年コーネル

大学経営学修士課程修了。７６年日本触

媒入社。０３年取締役、０６年常務、０９年

代表取締役専務、１０年代表取締役副社

長執行役員。１１年４月社長就任。大阪

府出身、５８歳。

フェノール水酸基を持たない化合物
で、優れたラジカル捕捉能力を持つ多

環芳香族系。酸素の存在しない密閉環境下
でも優れた禁止効果を発揮し、あらゆる物
質に対応できるのが特徴。使用後もほとん
ど着色せず、経時変化も少ないため、着色
を嫌う用途にも展開できる。高濃度で溶解
することから、重合の反応停止剤（クエン
チャー）としての用途も見込む。

３ Ｓ－ＳＢＲでシェアトップへ－ＪＳＲ

５ 透明導電フィルムに発熱性付与－富士

１５ 水処理、海外展開に拍車－日立プラント

１６クラッカー新設－タイＰＴＴＣＨなど

７～１２プラント・エンジニアリング特集

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｔ

Ｄ
Ｌ
）
に
続
い
て
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）が
あ
す
２８
日
に

再
開
す
る
。
日
本
最
大
規
模
を
誇

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
再
稼
働
は
、

大
型
連
休
に
花
を
添
え
る
。
震
災

以
降
の
沈
ん
だ
空
気
を
一
変
さ

せ
、
早
く
日
常
を
取
り
戻
す
起
爆
剤
に
な
っ
て
ほ
し
い

▼
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
は
昨
年
だ
け
で
２
５

３
６
万
人
が
来
園
し
た
。
多
く
の
人
を
魅
了
し
、
海
外

か
ら
の
客
も
多
い
。
娯
楽
の
メ
ッ
カ
と
い
え
ば
筆
頭
に

挙
が
る
存
在
で
、
訪
れ
る
人
を
夢
心
地
に
さ
せ
て
く
れ

る
魅
力
が
あ
る
▼
千
葉
県
浦
安
市
は
震
災
に
よ
る
液
状

化
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
が
、
同
市
の
湾
岸
部
に
立
地

す
る
Ｔ
Ｄ
Ｌ
や
Ｔ
Ｄ
Ｓ
は
そ
れ
を
免
れ
た
。
地
盤
改
良

対
策
を
講
じ
て
い
た
か
ら
で
、
ス
リ
ル
満
点
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
ひ
し
め
く
な
か
で
目
立
っ
た
被
害
が
な
か

っ
た
こ
と
は
驚
く
▼
大
地
震
当
時
、
園
内
に
は
約
５
万

５
０
０
０
人
が
い
た
。
最
寄
り
の
舞
浜
駅
を
通
る
Ｊ
Ｒ

京
葉
線
が
翌
日
ま
で
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
約
２
万
人

が
園
内
で
一
夜
を
明
か
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
も
多
い
ス

タ
ッ
フ
は
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
顧
客
へ
の
懸
命
な
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
た
と
い
う
▼
未
曾
有
の
震
災
被
害
や
収

束
に
は
遠
い
原
発
事
故
は
日
本
に
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
る
が
、変
化
の
兆
し
も
み
え
る
。震
災
地
域
で
一
部
の

レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
ホ
テ
ル
も
復
旧
し
て
き
た
。
娯
楽
は

元
気
や
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
。
子
供
た
ち
の
た
め
に

も
、連
休
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
よ
う
に
し
た
い
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響

の
た
め
、
特
別
紙
面
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
遅

配
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
読
者
の
皆
様
に
深
く

お
詫
び
し
ま
す
。

化
学
工
業
日
報
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過酸化水素メーカーの状況

操業再開時期

４月下旬から部
分再開。６月下
旬に通常稼働

―

４月中旬に通
常稼働

4月７日に再

開

―

―

停止の有無

震災によ
り停止

通常操業

計画停電
で停止

被災によ
り停止

通常操業

通常操業

所在地

茨城県

三重県

静岡県

福島県

北海道

山口県

年産公称
能力（�）

104,000

18,000

48,000

40,000

33,000

27,000

企業・
工場名

三菱ガス化学
鹿島工場

三菱ガス化学
四日市工場

ADEKA

日 本 パ ー
オキサイド

新酸素化学

宇部MC過水

過過
水水
、、供供
給給
改改
善善
のの
兆兆
しし

新規の重合禁止剤を開
発－川崎化成 ２

停
止
工
場
、順
次
再
開
へ

半導体向け一息も

工業向けはタイト

�
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